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のの見方 。考え方を身に付けさせなければならない。と  図3
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対 象 :兵庫県M市立s小学校 第2学年 1組 児童 33名
期 間 :平成27年2月10日～2月19日 全6時間











対 象 :兵庫県M市立S小学校 第3学年2組 児童33名
期 間 :平成27年10月20日～10月28日 全6時間



















図8 スケッチ法ワー クシー ト① (坂本,2016)
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作品7 創作活動(2)でのU児の詩 作品8 創作活動(3)でのU児の詩






































― 一 ― ― 一 ― ― -1
































































































































































○ 西郷竹彦『ものの見方・考え方 ― 教育的認識論入門―』明治図書,1991年。










O M.チクセントミハイ (今村浩明訳)『フロー 体験 喜びの現象学』世界思想社,1996
亀
0 M.チクセントミハイ (今村浩明訳)『楽しみの社会学』思索社,1979年。























































































































































































































































1  目標 詩の題材を決めて様子を思いうかべ、言葉を集めることができる。
2  展開





































































































































































































































































































○ 掴んだ詩の特徴をいかして、詩を創作することができる。           (書くこと)
(2)展開




















| ・気付いたことを書く 。行分け 。くりかえし
|
| ・短い文 。句読点なくてもよい 。リズム  |
見たこと、感 じたことを 詩に書こう。






































○ 五感をはたらかせて題材を観察し、言葉で描写することができる。       (書くこと)
(2)展開
学習活動 指導上の留意点・支援 評価 (評価方法)
1詩を書くときのポ





















































○ 書きたい題材を選んで、詩を書くことができる。               (書くこと)
(2)展開























| ・気付いたことを書く 。行分け 。くりかえし
|

















































国   団
―‐―‐‐●‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐“‐‐・‐‐‐_____‐‐‐‐‐―‐‐‐‐――‐―‐‐‐」――_____‐‐‐‐‐‐‐―‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐J
















2 1詩を書く時、「ことばのスケッチ」は役立ちましたか。 4口3・2日 1



















10-1詩を書いた後、読み合つて感想を伝え合うことは楽しいですか。 はい ・ いいえ
10-2それは なぜですか。



































後、「やったぁ |」 「できた |」
と満足した気もちや、うれしい気
もちになりましたか。
■はい ■しヽしヽえ
② 詩を書く時、「ことばのス
ケッチ」は役立ちましたか。
●そう思う
口どちらかといえば、そう思う
鱚そちらかといえば、そう思わない
日そう思わない
④ 詩を8回書きました。だんだ
ん書くことになれて行きました
か 。
.そう思5
日どちらかといえば、そう思う
。そちらかといえば、そう思わない
日そう思わない
60
⑥-2 詩を書く時、難しく思うこ
とはなんですか?
12
10
8
6
4
2
0
⑥…1詩を書く時、むずかしく感
じたことはありましたか。
日はい 口どちらでもない 洒いいえ
また詩を書きたいと思うのはな
ぜ ?
()-2
12
10
8
6
4
2
0
⑦-1詩を書くことは楽しいです
か 。
■はい ■いいえ
61
③ また詩を書きたいと思い
ますか。
日そう思う
日どちらかといえ|ま、
uどちらかといえtま、
日そう思わない
そう思う
そうおもわない
⑩-1詩を書いた後、読み合って
感想を伝え合うことは楽しいです
か。
■はい ■いいえ
⑨ 書いた詩を友だちと読み合
い、感想を伝え合うことはできま
したか。
■そう思う
口どちらかともヽえば、そう思う
翻そちらかといえば、そう思わない
■そう思わない
詩の交流を楽しいと思うのはな(D-2
ぜ ?
16
14
12
10
8
6
4
2
0
Oまた詩を読み合って、感想を
伝え合いたいと思いますか。
■そう層う
口どちらかといえば、そう思う
Ⅵそちらかといえば、そう思わない
■そう思わない
62
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